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○ 生徒・保護者アンケート集計結果 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 自己評価 

表中の４＋３の割合（肯定的評価）は設問に対して肯定的に捉えている方の割合を示

す。 

結果を見るとほとんどの項目で８割を越える評価であった。その中で、肯定的評価の

ポイントが生徒･保護者ともに低いのが、「基礎学力が身についているか」、「家庭学習に

意欲的に取り組んでいるか」、「テスト等に向け、計画的に取り組んでいるか」といった

学習状況に関する項目、および、「地域の行事やボランティア活動などに積極的に参加

しているか」という地域連携に関する項目である。 

学習状況に関する項目については、生徒に学ぶ目的を意識させることから始めたい。

また、家庭学習の取組状況からみると、どのように自学を進めたら良いか分からない生

徒もいることから学習の仕方についても指導を進めていきたい。自身が取り組んだこと

が成果になる成功体験の積み重ねやできることそのものの喜びが少しでも広がるよう

にきめ細やかな指導を目指す。 

地域連携については、地域の関連団体等のつながりも少しずつ取り戻していることか

ら、連携して生徒を巻き込んだ活動を増やしていく予定である。地域の取組への参加、

そして、地域の方の学校における教育活動への参画を目指す。 

 また、微増ではあるが１００％に近づいている項目もある。これからも現状に満足せ

ず、よりよい方策を検討していきたい。 

○ 学校関係者評価 

《部活動について》 

・各競技を専門とする指導者がいない場合には、市のスポーツ推進員等の外部人材を活

用することも必要である。 

・駅伝については、保護者意見にあるとおり昨今の気候変動に合わせた対応をする必要

がある。 

《学習指導》 

・公民館は今年は建て替えのため閉館となっていたが、公民館や自治会館など地域の施

設を活用して、中学生の学習の場とすることも考えられる。 

・ICT が進んでいる今だからこそ、動画等を活用して学びを深められるとよい。可能で

あれば、学習動画のリンク集があるとよい。 

 

《情報モラル》 

・他県や他国で若年のスマートフォンを規制する動きがあるが、規制が解除される年代

になった時に同じ事象が発生するようである。それぞれの年代で正しい情報モラルが

身に付けられるように導いていく必要がある。 

・情報モラルの授業では年代の近い高校生や大学生から講話をしてもらうことで自分

事として中学生も考えられる。 

《学校運営》 

・除草作業については、地域との連携をとって行うことで学校の負担軽減になる。 


